
 

  

● ひよこ組 今月の目標 ： 保育士に見守られながら、周りの音や物に興味を持つ。 

  初めてお家の方と離れての生活で不安がいっぱいで泣いてしまったり、表情が硬かった子ども達

も保育園生活が進むにつれて少しずつ表情も和らぎ、笑顔が増えてきています。一人ひとりの笑顔を

大切に、ひよこぐみがあったかい空間になるようにしていきたいと思います。また、だんだんと保育

園の生活にも馴染み、保育士から離れ探索活動をしたり、玩具で遊べるようにもなり、生まれてまだ

数か月なのに「すごいな！」と成長に驚かされています。小さな身体で頑張っている子ども達のため、

一人ひとりの成長や気持ちを考え、丁寧に関わっていき安心できる環境をつくっていきたいと思いま

す。                                       （片岡） 

 

 

 

 

 

● りす組 今月の目標 ： 保育士に見守られながら興味のある場所へ行き、好きな遊びを見つけて遊ぶ。 

りす組になって一ヶ月が経ちました。入園・進級当初は、不安で泣いていた子も今では好きな遊び

を見つけて自分から遊べるようになってきました。お天気の良い日には園庭で遊んだり、お散歩に

出掛けたり、自然を肌で感じ、たくさんの笑顔を見せてくれます。子どもたちが安心して過ごせる

よう、一人ひとりと丁寧に関わりながら、子ども達と楽しい時間を過ごしていきたいと思います。 

（安田ゆい） 

 

 

 

 

 

 

● 赤うさぎ組  今月の目標 ： 保育士や友だちと一緒に遊ぶことを楽しむ。 

 新しいスタートから１ヶ月が経ちました。４月当初は新しい環境になり、初めは戸惑ったりお家の人

と離れにくかったりという姿も見られましたが、少しずつ生活や周りの雰囲気になじみ、お部屋ではま

まごと、ブロック、ひも通しをしたり、戸外では園庭に出て走り回ったり、砂遊びをしたりと楽しんで

います。子ども達の好きなものや、興味のある遊びを広げられるように環境を整え、保育士や友だちと

一緒に楽しく過ごしながらいろいろな遊びを楽しみたいと思います。           （山本） 

              

 

●白うさぎ組 今月の目標 ： 好きな遊びを見つけ、じっくり遊ぶ。 

 うさぎぐみになって早１ヶ月が経ちました。新しい環境に不安そうだった子どもたちも少しずつ保育士や

お部屋にも慣れ、身辺整理をしたり、好きな遊びを楽しむ姿が見られるようになりました。また、粘土遊び

や製作などを通して手先をいっぱい使い、いろんな実体験を積み重ねていきたいと思います。これからも一

人ひとりの気持ちをしっかり受け止めながら、体調管理に気をつけ毎日元気に楽しく過ごしていきたいと思

います。                                        （矢下） 

  クラスの様子（5月号） 



クラスの様子（5月号） 

 

 

 

さくら組 今月の目標 ： 友達や保育士との関わりを深め、楽しい時間を共有する。 

新年度が始まり、あっという間に一か月が経過しました。子ども達も新クラスにも慣れ、友達との

関わりもどんどんと変化してきました。去年から仲が良かった子とは更に仲良く、今まで関わりがな

かった子とも関係が生まれ、子ども達同士の関わりも広がり、深まりを増してきたように感じます。 

これから更にいい気候になり、戸外での活動の時間もたくさん取り入れていくことができると思う

ので元気いっぱい体を動かし、健康な身体作り、友達同士の関係作りを大切にしていきたいと思いま

す。                                       （安田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

くぬぎ組 今月の目標 安心できる環境の中で、思い切り身体を動かし、楽しんで遊ぶ。 

 新しいクラスで過ごし、１ヶ月が経ちました。少しずつ新しい環境にも馴染み、進級児は一つ大き

くなったことを感じながら、様々なことに挑戦しようとする姿があります。 

製作の中ではハサミ、遊びの中では大縄や平均台など、興味を持つことは一人ひとり違いますが、「や

ってみよう！」という気持ちを大切にし、いろんな環境に関わる力を伸ばしていければと思っていま

す。 これからも楽しく元気いっぱい過ごしていきたいと思います。           （平塚） 

 

 

 

 

 

 

 

 

とちのき組 今月の目標：保育者や友だちとの安定した関係の中で、 

意欲的に遊ぶ 

とちのき組が始まって一ヶ月が経ちました。新入園児も少しずつ保育園での生活に馴染んできまし

た。年少児は新しい環境での生活に不安な表情を見せる子もいましたが、年中、年長児の姿に憧れを

もったり、親しみを持ったりしながら、異年齢で関わる姿が見られるようになりました。年中、年長

児は、またひとつ大きくなったということを自覚し、自分より小さい子に優しく接したり、何事にも

積極的に取り組んでいます。 

一緒に生活をしたり製作を通じて少しずつ異年齢での仲間意識が出てきたように感じます。これか

らも異年齢での関わりを通じて様々な経験ができたらいいなと思います。         （谷口） 


